
診調組  D-3-1
22. 07. 16

平成 22年度・DPC制度に関する調査等の対応について (案 )

平成 21年度調査報告に関する議論 (平成 22年 6月 30日 。DPC評価分科会

及び平成 22年 7月 14日 ・中医協総会)を踏まえ、平成 22年度のDPC制度に

関する調査等については、次のような対応 としてはどうか。

1.調査 目的の考え方 (整理案)

(1) DPC制 度導入影響の評価

(2) 新たな機能評価係数の導入に関する調査

①平成 22年改定で導入 した機能評価係数 Ⅱ (6項 目)の影響評価

②今後導入を検討する評価項 目に関する調査

(3) 急性期入院医療に係る評価

2.平成 21年度調査の追加集計 (案 )

(1) DPC制 度導入影響の評価

① 病院類型を見直 した上での各種再集計

○ 病床規模別の分類

○ 病床構成に着 目した分類                  .
○ 午齢階級に着 日した分類

② 新たな項 目に着 日した集計

○ 手術数の経年変化の集計

○ 病床稼働率の経年変化の集計

○ 化学療法と放射線療法を分離 した集計

○ 入院化学療法の内容の集計

○ 逆紹介率の集計

○ 退院時の転帰別の再入院率の集計

〇 再入院率と再転棟率の相関を見る集計

○ 比較的定型化 された手術の術前術後在院日数の集計

○ 退院先で分類 した再入院 :再転棟率の集計

(2) 平成 22年 改定で導入した機能評価係数 Ⅱ (6項 目)の評価

(3) 急性期入院医療に係る評価

(具体的に必要とされる調査事項があれば実施 )

3.平成 22年度に実施する調査

3-1.猥 院患者調査 (涌常調査) r調 査開始済み】

3-2 特別調査 (案 )

(1) DPC制 度導入影響の評価

○ 再入院調査・再転棟調査

○ 診断群分類の妥当性に関する調査 (医療機関ヒアリング)

(2) 新たな機能評価係数の導入に関する調査

①平成 22年改定で導入 した機能評価係数Ⅱ (6項 目)の影響評価

○ 係数導入後の診療行動変化 (職員アンケー ト調査 )

②今後導入を検討する評価項目に関する調査

(個別項 目の議論の進展に応 じて今後検討 )

(3) 急性期入院医療に係る評価

(具体的に必要とされる調査事項があれば実施)

(該当なし)
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DPC導入の影響評価に係る調査項 目及び評価め視点 (平成 16年度)

把握の可否 :「 7月 から10月 の退院患者に係る調査」「特別調査」で把握できる場合に「OJ、

集計にあたつて検討が必要な場合に「△」、別途調査が必要な場合に「一Jを記載

診 調 組  D-10
1 7. 4. 1 2

診調組 D-3-2
2 2. 7. 1 6

調査項 目 評価の視点 耀の市 評価に用いた結果表等

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

(診断群分類の妥当性)

○ 診断群分類の該当率

○ 診断群分類の構成害J

○
　
′
　
○

ア ウ トライヤーの状

況

包括範 囲点数及び在

院 日数のばらっき

DPC変更率、変更理

O 包括評価制度の導入前後を比較して、類似のDPCで 1日 当たり
・
ホ数が高≦、かつ、在院日夕の基準:日

が長い群へのシフトがないか。

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、診断群分類点数表にょる請

求額と医科点数表に基づく出来高算定との差額が大きい診断群分

類に該当する患者の割合が低下していないか。(ばらつきの多い診

断群分類の該当率が低下し、ばらつきの小さい診断群分類の該当率
が増カロしていないか。)

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、同一疾患群における出来高

算定と包括算定の害」合が変化していないか。 i

O 高齢者などのハイリスク患者の率が低下していなぃか。

包括評価制度の導入前後を比較して、特定入院期間を超える率や

出来高点数と包括点数の乖離が一定以上の率が変化していないか。

ばらづきの原因として、年齢、重症度、看護必要度などの患者特

性、地域特性 (後方病院の整備状況等、他医療機関との連携状況)、

病院あ管理体制 (退院基準の設定状況)が影響していなぃか。(小

規模な聞:き 取り調査の実施とその結果を受けた大規模調査を検
討。)

合併症の増加によるDPCの 変更が増加 していないか。

Ｏ

　

Ｏ

○

△

〇

　

　

　

△

△

診断群分類別件数 (平成 1

15。 16年 )

NDC毎の作業班

NIDC毎 の作業班

MDC毎の作業班

※ 「ハイ リスク」の定義が必

要。

NIDC毎 の作業班

医療連携と退院後受療に関する

調査

※ どのような地域特性、病院の

管理体制を勘案するか。場合
によつては追加調査を実施

することが必要。

※ 請求した診断群分類の変更
の状況は把握可能。

(別添 1)



調査項 目 評価の視′点 把量の頭 評価に用いた結果表等

2 l

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

(診療内容の変化等)

○ 平均在院日数 (診断群

分類別(MDC別 、医療

機関別、診療科別等)

○ 病床利用率

○ 入院・外来比率

○ 入院経路、退院先

○ 退院時転帰 (入院中死

亡率等)

○ 退院後転帰

○ 再入院率

○ 他医療機 関への再入

院の状況

○ 転院先医療機関従事

者満足度

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、相対的に在院日数が短かっ

た病院における入院日数の延長がないか。 |
○ 包括評価制度の導入前後を比較して、在院日数に応じた評価の基

準白数までの入院が増えていないか。

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、在院日数の短縮化が進む中
で、病床利用率が変化していないか。

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、入院・外来比率が変化して
いないか。

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、在院日数の短縮化が進む中
で、入院経路、退院先が変化していないか。 `

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、在院日数の短縮化が進む中
で、退院時転帰 (入院中死亡率等)力 変`化していないか。

○ 在院日数の短縮化が進む中で、退院後の退院先での転帰が変化し
ていないか。

O 包括評価制度の導入前後を比較して、短期間で再入院した患者の

率が増力日していないか。
○ 包括評価制度の導入前後を比較して、同じ疾患または続発症によ

り再入院した患者の率が変化していないか:

○ 包括評価制度の導入前後を比較して、予期しない再入院が増加し
ていないか。

○ 術前化学療法などの計画的な入退院が影響していないか。

○ 他の医療機関への再入院が増えていないか。

○ 転院先の医療機関における医療従事者の満足度が変化していな
い か 。

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

病院別在院 日数 (平成 14・ 1

5・ 16年 )

(男」錫ヽ 2)

(男」ンヽ 3)

アウ トカム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査

入院経路・退院先の状況 (平成 1

4・ 15・ 16年 )

転帰の状況 (平成 14・ 15。 1

6年 )

※ 今後、保険者側からの調査な

どにより把握可能か検討予定。

再入院率に関する調査

再入院に関する調査

再入院に関する調査

再入院に関する調査

※ 今後、保険者側からの調査な

どにより把握可能か検討予定。

医療連携 と退院後受療に関する

調査

把握の可否 :「 7月 から10月 の退院患者に係る調査」「特別調査」で把握できる場合に「○」、

集計にあたつて検討が必要な場合に「△」、別途調査が必要な場合に「一」をpDL載

調査項 目 評価の視点 輩 0略 評価に用いた結果表等

2-11

2-‖

○ 薬剤 。医療材料の使用

状況

○ 検査・画像診断等の実
施状況

包括評価制度の導入前後を比較して、薬剤、医療材料の使用状

況が変化していないか。
・ 包括評価制度の導入前後を比較して、νグロブリン製剤、制

吐剤、ステロイド剤等の使用状況が変化していないか。
・ 包括評価制度の導入前後を比較して、高額な抗がん剤の使用

状況が変化していないか。
・ 適応外使用の状況がどうなっているか。

・ 後発医薬品の採用状況がどうなっているか。

包括評価制度の導入前後を比較して、検査等の実施状況が変化
していないか。                      |
・ 包括評価制度の導入前後を比較して、画像診断、病理組織検
査、時間を要する高度な検査の実施状況が変化していないか。

・ 包括評価制度の導入前後を比較して、外来にうつせるような、

他医療機関で実施できるような検査、投薬の実施状況が変化し
ていないか。(特定の診断群分類について評価することを検討。)

包括評価制度の導入前後を比較して、中心静脈注射による高カ
ロリー輸液療法の実施状況が変化していないか。

ハイリスク患者、または重症例の過小診療が行われていないか。
合併症、併存症に対する治療が適切に行われているか。転科して

治療を行う率が低下していないか。
手術等の出来高となっている診療行為の実施状況が変化してい

ないか。

○

○

〇

一

〇

　

〇

〇

〇

○

△

○

医薬品・医療材料に係る調査

医薬品 。医療材料に係る調査

医薬品・医療材料に係る調査

※ だのように滴用外伸用ケ檀

握するか

医薬品・ 医療材料に係る調査

検査 。画像診断に関する調査

NIDC毎 の作業班

検査・画像診断に関する調査

Cり添 4)

※ ハイ リスク、重症例の定義

をどうするか。

(男」ンヽ5)

把握の可否 :易在実施している7月 から1

-部把握可能な場合に「△」、

0月 の退院患者に係る調査で把握できる場合に「○」、

別途調査が必要な場合に「一」を記載



調査項目 評価の視点 震の誦 評価に用いた結果表等

2 1,

2-10

○ 医療の達成度、患者満

足度

アウ トカム評価、

指標

看護の必要度

○

　

○

主治医の入院目的の達成度が変化していないか。

DPC毎 の退院基準の設定状況がどうなつているか。

○ 患者満足度が変化していないか。

○ 化学療法などが外来にシフトしたことによって、患者のQOLな
どが変化していないか。

○ 手術の成功率、外科手術における再手術率、救急外来受診率、5

年生存率が変化していないか。

(本項目については、現時点では評価のためのデータの収集が困難で

はないかとの意見があつた。)

看護の必要度が変化していないか。 (既存のデータの活用も検○

討

〇
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
〇

医療の達成度・患者満足度に関す

る調査

医療の達成度・患者満足度に関す

る調査

(本項 目については、現時点では

評価のためのデータの収集が困

,罰釜)

医療の達成度・患者満足度に関す

る調査

・アウ トカム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査

看護の必要度に係る特別調査

把握の可否 :現在実施している7月 から10月 の退院患者に係る調査で把握できる場合に「○」、

一部把握可能な場合に「△」、別途調査が必要な場合に「一」を記載

調査項 目 評価の視点 機の頭 評 価 に 用 い た 結 果 表 等

3 5

3-1

3-2

3-3

3-4

(医療機関の機能の変化 )

○ 高度医療の提供実績

○ 教育研修機能

○ 地域医療との連携状

況

○ 医療の質に関する取

り組み

医療の提供体制

高度先進医療、臓器移植、治験の種類と数が変化していないか。

新医療技術の導入が阻害されていないか。包括評価導入後薬価基

準に新たに追加された薬剤の使用が阻害されていないか。

教育研修機能が変化していないか。   |

地域医療との連携状況の違いに地域特性が影響していないか。

○ 院内委員会の設置状況はどうか。

○ クリニカルパスの数と適用数はどう変化するか。

○ 組織、マンパワーが変化していないか。

○ 看護師比率などが変化していないか。 (在院日数が短くなうた医

療機関を重点的に調査することを検討)

○

　

○

○

　

○

○

　

○

○

　

○
　
　
　
○

　

○
　
　
○

　

○

アゥトカム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査
NIDC毎の作業班

ァゥトヵム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査

医療連携と退院後受療に関する

調査

アゥトカム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査
アウトカム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査

アウトカム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査

アウトカム評価・臨床指標/医療

機能の変化に関する調査

把握の可否 :現在実施している7月 から10月 の退院患者に係る調査で把握できる場合に「○」、

一部把握可能な場合に「△」、別途調査が必要な場合に「一」を記載
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在院日数に応じた評価の基準日数までの入院

06011X3x"xxOx:4ヽ 腸大腸の良性疾患(良性腫瘍を含む。)内視鏡的結腸ポリープ粘腹切除術その他のポリープ・粘瞑切除術等副傷病なし
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※1特定機能病院等82病院対象
※2平成16年度デ‐ のうち、平成16年度DPCの 件数の多いもの対象 (うち、平成15年度と16年度の包括対象DPCで 診断群分類の内容に変化が無いもの対象 )



1000"3x991 χOx:2型 繊尿病(結尿病性ケトアシドーシスを除く。)

在院日数に応じた評価の基準日数までの入院

手術なし 処置等,あり 副傷病なし
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平成16年度平均在院日数 :809日

轟

平成16年度平均在院日数 :2339日平成14年度平均在院日数 12582日 平成16年 度平均在院日数 :2273日
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在院日数に応じた評価の基準日数までの入院
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委よ筆履惜輩厘季重留扉疑ご筆成16年度DPCの 件数の多いもの対象 (うち、平成15年 度と16年度の包括対象DPCで診断群分類の内容に変化が無いもの対象 )
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中心静脈注射実施件数の年次推移

※1エラーデータ等除外
※2未入力値、対象外値は除外
※3 DPC病院では、平成14年から平成16年の3年間中心静脈注射が出現した施設を対象。
※4試行的適用病院、調査協力病院は、平成15年、平成16年の2年間中心静脈注射が出現した施設を対象。
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主要手術実施件数の推移

※エラーデータ等除外
※DPC病院 82病院、試行的適用病院 62病院、調査協力病院

剛1添 5
平成 16年度DPC導 入の影響評価に関する調査及び評価について

平成 17年 4月

診療報酬調査専門組織 DPC評価分科会長

西 岡. 清

当分科会は、中央社会保険医療協議会基本問題小委員会の付託をうけ、DPC導
入の影響を検証するため、「DPC導入の影響評価に係る調査項目及び評価の視点」

をとりまとめ、具体的な調査設計について検討を行った。

その結果、平成 16年度は、従来から実施 している「① 7月 から10月 までの退

院患者に係る調査」及び「②診断群分類の妥当性に関する調査 (MDC毎の作業班)」

に加えて、下記の③から⑨の調査について新たに調査を実施することが妥当である

との結論を得、各調査を実施した。

これらの調査結果に基づき、当分科会において 「DPC導入の影響評価に係る調

査項目及び評価の視点」に沿ったDPC導入の影響評価を行つたので、調査結果 と

併せて報告する。

なお、DPC導入の影響評価のフレ‐ムワーク及びDPC導入の影響評価に係る

調査については別紙の通 りである。

(DPCの評価の視点及び評価項目の概要)

【診断群分類の妥当性を評価するための調査項目】
｀ 診断群分類の該当率、構成割合、アウトライヤーの状況、包括範囲点数及び在院日

数のばらつきt DPC変更率・変更理由
【診療内容の変化等を評価するための調査項目】
平均在院日数、病床利用率、入院・外来比率、入院経路 :退院先、退院時転帰、退

院後転帰、再入院率、薬剤・医療材料の使用状況、検査 。画像診断等の実施状況、医

療の達成度・患者満足度、アウトカム評価 。臨床指標、看護の必要度

【医療機関の機能の変化を評価するための調査項目l

高度医療の提供実績、教育研修機能、地域医療との連携状況、医療の質に関する取
り組み、医療の提供体制

(DPCの影響評価に係 る調査について)

① 7月 からlo月 までの退院患者に係る調査

② 診断群分類の妥当性に関する調査 (MDC毎の作業班)

③ 再入院調査

④ 医療連携と退院後受療に係る調査
.⑤ 医薬品、医療材料に係る調査

⑥ 検査、画像診断に関する調査       ‐

⑦ 医療の達成度、患者満足度に関する調査

③ 看護の必要度に係る特別調査

⑨ アウトカム評価・臨床指標/医療機能の変化に係る調査

K0821(人 工関節置換術(肩、股、1茶 ))

半 威 1

計 21331    307(

K2824(白 内障手術、超音波摘出術)

"1屍

計

K283(眼 内レンズ挿入術)

協 力病 1尻

K6552(胃 切除術(腹 1空鏡(補助)下 によるt
のを含む悪性腫瘍手術


